
普及活動情勢報告（令和４年８月分）

幡多農業振興センター農業改良普及課

組織間連携を進めよう！ ・・・四万十市西土佐地区集落営農組織連絡会・・・

7 月 29 日、四万十市西土佐総合支所で西土佐地区集落営農組

織連絡会を開催し、8 組織 8 名が参加しました。

農業改良普及課は、集落営農組織へのアンケート結果を報告

し、組織間連携について取り組む協議会の設置を提案しました。

参加者からは「連携は必要」、「連携内容について勉強が必要」

などの意見があり、広域連携組織設立に向けて検討を行ってい

くことになりました。

次回は組織間連携の具体的な内容について、集落営農組織間

と検討を行います。

担い手で産地を盛り上げよう！ ・・・キュウリ若手勉強会・・・

7 月 29 日、黒潮町の JA 高知県大方支所構造改善センターで、

キュウリ若手勉強会を開催し、管内の農家 12 名、関係機関職員

6 名が参加しました。

農業改良普及課からは、土づくりや環境制御技術、R4 園芸年度の

生育調査結果、常温煙霧の実証ほについて説明を行いました。参加

した農家からは、「環境測定データを活用し、栽培管理に活かして

いきたい。」「もっと収量を伸ばすために、環境制御について理解

を深めたい。」といった声が聞かれました。

今後も計画的に勉強会を開催して、産地の担い手を支援していき

ます。

ドローン防除による作業の省力化を実感！ ・・・農業用ドローン実演・・・

7 月 21 日、四万十市田野川集落の（農）田野川甲営農組合の

水田で、農業用ドローンの実演を行い、集落営農組織や水稲生

産者、四万十市職員など 8 名が参加しました。

農業改良普及課は、ドローン（XAG 社 P30）の導入コストや作

業手順・時間等の概要を説明した後、ドローンによる農薬散布

作業の実演を行いました。参加者からは、機械の性能や操縦方

法、1 日の作業面積などについて質問がありました。

今後も、ドローンの導入を積極的に推進し、防除作業の省力

化に取り組んでいきます。



後継者で盛り上げよう宿毛文旦！ ・・・すくも文旦育成会の基礎講座・・・

7 月 15 日、宿毛市役所で、すくも文旦育成会を対象とした基

礎講座を開催し、14 名の参加がありました。

農業改良普及課は、果樹の生理生態と土づくり、柑橘類の生

理障害について講義を行いました。参加者からは「オーキシン

やサイトカイニンの働きと土づくりの関係性について聞きた

い」などの質問と併せて、定期的な勉強会の開催要望がありま

した。

農業改良普及課では、今後も勉強会や個別巡回指導などを行

い、産地や後継者に対して支援をしていきます。

ポット栽培技術の確立を目指して！ ・・・あぐりっこ定例会（ミディトマト）・・・

7 月 21 日、四万十市農業研修センター（あぐりっこ）で、ト

マトポット栽培の定例会を、生産者を含む関係者 7 名で行いま

した。

農業改良普及課は、栽培管理者や研修生、新規就農者に対し

て、栽培マニュアルに基づいて、基礎的な栽培技術や管理のポ

イントを共有しました。また、マニュアルを元にした栽培につ

いても次作で取り組んでいくことに決定しました。

今後は、マニュアルの実証や個別指導を元に、ポット栽培で

反収 15ｔ以上を確保できるよう支援していきます。

農業の基礎知識を習得しよう!! ・・・第２回目農業基礎講座（基礎編）・・・

7 月 28 日、中村合同庁舎の会議室で農業研修生や新規就農者

を対象とした農業基礎講座を開催し、13 名の参加がありました。

今年度の農業基礎講座は、基礎編 6 回と実践編 4 回を予定し

ており、今回は基礎編「病害虫対策・農薬の安全使用」につい

て当課職員が講義を行いました。受講者からは、病害虫対策や

効果的な防除方法等について質問がありました。

次回以降の農業基礎講座では、「複式簿記」、「制度資金」、

「環境制御技術講習」などについて講座を開催し、研修生や新

規就農者の農業に関する知識習得を支援します。



データ駆動型農業で反収UP！ ・・・令和４年度幡多地区環境制御技術研修会・・・

８月 10 日、JA 高知県幡多地区本部で、幡多地区環境制御技術

研究会が SAWACHI の機能を活用したデータ駆動型農業の研修会

を開催し、管内の農家 12 名が参加しました。

農業イノベーション推進課から、「SAWACHI の利用申請から基

本的な使用方法」、「IoP クラウド上に蓄積されたデータの活用

方法や県内で進行中の取り組み」についての情報提供がありま

した。

参加者からは「ナスなどで行われた光合成の最適条件の調査

を他品目でも行って欲しい」との積極的な意見がでました。

農業改良普及課では、今後もデータ駆動型農業による反収ア

ップを目標に、環境・生育データの栽培への活用を支援してい

きます。


